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お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

町役場各部署直通電話番号
※役場へのお電話は、担当部署の
　直通電話をご利用ください。

総　務　課　３２－６７００

企画政策課　３２－６７０１

税　務　課　３２－６７０２

住民安全課　３２－６７０３

健康福祉課　３２－６７０４

商工観光課　３２－６７０５

農林水産課　３２－６７０６

土木建築課　３２－６７０７

学校教育課　３２－６７０８

生涯学習課　３２－６７０９

出　納　室　３２－６７１０

議会事務局　３２－６７１１

上下水道課　３２－１３４１

はあとぴあ　３２－３１１１

中央公民館　３２－１２１２

町立図書館　３２－００８３

丹生診療所　３９－１３０１

東部診療所　３７－２９１１

総合体育館　３２－３２００

町各施設電話番号

　町では、役場庁舎に来られる皆さんへの職員の応
対マナーを向上させることにより、親切でわかりや
すく住民に信頼される「やさしい行政」を推進する
とともに、コミュニケーション能力に優れ、積極的
な「元気な職員」を育成することを目的とした行政
サービスの向上に取り組んでいます。

●取り組み内容
　●　元気で気持ちのよいあいさつ
　●　親切でハートフルな対応･言葉づかい･気づかい
　●　清潔で信頼される身だしなみ
　●　お客様との良好なコミュニケーション
　●　好感を持たれる適正な電話応対

　その他にも、庁舎総合サービス職員の配置 (7 月
～ 8月中旬に実施 ) や職員研修会の実施、住民や
職員を対象とした意識調査、電話応対診断等を実施
します。

　※お問い合わせ先　
　　町総務課（担当・渡辺）☎ 32‐6700

児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届･

特
別
児
童

扶
養
手
当
の
所
得
状
況
届
の
提
出

　

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る

方
は
「
現
況
届
」
を
、
特
別
児
童
扶
養

手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
「
所
得

状
況
届
」
を
年
に
1
度
、
提
出
し
て
い

た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
届
出
に
よ
り
、
現
在
の
養

育
状
況
、
前
年
の
所
得
を
確
認
し
、
引

き
続
き
手
当
を
受
け
ら
れ
る
か
の
審
査

を
行
い
ま
す
。

　

届
出
が
な
い
場
合
は
、
支
給
が
で
き

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
受
付
期

間
中
に
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
提
出
期
間

〈
現
況
届
〉

　

8
月
1
日(

水)

〜
31
日(

金)

〈
所
得
状
況
届
〉

　

8
月
13
日(
月)

〜
9
月
10
日(

月)

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
健
康
福
祉
課(
担
当
・
宇
都
宮)  

☎
32-
６
７
０
４

　

自
動
車
事
故
対
策
機
構
で
は
、
自
動

車
事
故
に
よ
る
被
害
者
の
保
護
増
進
を

図
る
た
め
、
介
護
料
の
支
給
及
び
育
成

資
金
の
貸
付
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
、
詳
し
い

こ
と
を
お
知
り
に
な
り
た
い
方
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
介
護
料
の
支
給
制
度

〈
対
象
者
〉　

自
動
車
事
故
に
よ
り
、
脳
、

脊
髄
ま
た
は
胸
腹
部
を
損
傷
し
、
日
常

生
活
に
つ
い
て
介
護
が
必
要
な
方

●
交
通
遺
児
等
育
成
資
金
の
貸
付
制
度

　
（
無
利
子
）

〈
対
象
者
〉
自
動
車
事
故
に
よ
り
、
死
亡

ま
た
は
重
度
後
遺
障
害
と
な
ら
れ
た
方

の
中
学
校
卒
業
ま
で
の
児
童･

生
徒

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

自
動
車
事
故
対
策
機
構
福
井
支
所

☎
０
７
７
６
‐
22
‐
６
０
０
６

　

自
動
車
事
故
被
害
者
に

　
　
　
　

対
す
る
援
護
制
度

はあとふる行政サービスの推進
に取り組んでいます

はあとふる行政サービスの推進
に取り組んでいます
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　町民の皆さんと山口町長がまちづくりについて直接話し合う
座談会「ハートフル対話2007」を次の日程で開催します。
　皆さんの声をまちづくりに生かすため、ぜひご参加ください。

※お問い合わせ先　
　町企画政策課（担当・伊藤）
電話:３２－６７０１
FAX:３２－１１１５
電子メール:kikaku-seisaku@

town.fukui-mihama.lg.jp

年
金

ニ
ュ
ー
ス

年
金

ニ
ュ
ー
ス

　

税
の
申
告
を
行
う
際
に
、
社
会
保

険
料
控
除
と
し
て
国
民
年
金
保
険
料

額
の
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
保

険
料
を
支
払
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る

書
類
（
控
除
証
明
書
ま
た
は
領
収
証

書
）
を
確
定
申
告
ま
た
は
年
末
調
整

の
際
に
添
付
す
る
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

①
送
付
対
象
者

　

そ
の
年
の
1
月
1
日
か
ら
9
月
30

日
ま
で
の
間
に
、
国
民
年
金
保
険
料

を
納
付
さ
れ
た
方

②
発
送
日

　

11
月
上
旬
（
但
し
、
一
部
の
方
に

つ
い
て
は
若
干
遅
く
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
）

③
注
意
点

　

本
来
、
年
内
に
納
付
し
た
保
険
料

に
つ
い
て
は
全
額
控
除
の
対
象
と
な

り
ま
す
が
、
11
月
に
発
送
す
る
控
除

証
明
書
に
は
、
9
月
30
日
ま
で
に
納

付
し
た
分
し
か
証
明
が
で
き
な
い
た

め
、
そ
れ
以
降
に
納
付
が
見
込
ま
れ

る
保
険
料
額
を
「
見
込
額
」
と
し
て

表
示
し
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
1
月
か
ら
9
月
の
間
に

未
納
が
あ
る
と
、「
見
込
額
」
に
も
表

示
が
さ
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

社
会
保
険
料(

国
民
年
金
保
険
料)

控
除
証
明
書
を
送
付
し
ま
す

※
裏
面
に
は
、
年
金
加
入
状
況
の
お

知
ら
せ
が
載
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

◎
10
月
1
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の

間
に
、
は
じ
め
て
国
民
年
金
保
険
料

の
納
付
を
さ
れ
た
方
へ
は
、
翌
年
の

2
月
上
旬
に
控
除
証
明
書
を
送
付
す

る
予
定
で
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
社
会
保
険
事
務
局
敦
賀
事
務
所

（
国
民
年
金
第
一
課
）

☎
23
‐
９
９
０
２

　

町
住
民
安
全
課
（
担
当
・
小
林
）

　

☎
32
‐
６
７
０
３

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
記
録
票
を

お
渡
し
し
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納

付
の
記
録
を
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。

記
録
の
確
認
を
さ
れ
た
い
方
は
、
年

金
手
帳
な
ど
基
礎
年
金
番
号
が
わ
か

る
も
の
を
も
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
こ
の
記
録
票
は
参
考
資
料

と
し
て
お
渡
し
す
る
も
の
で
、
途
中
、

厚
生
年
金
に
加
入
さ
れ
た
り
、
保
険

料
の
還
付
を
受
け
て
い
る
よ
う
な
場

合
は
記
録
票
に
は
正
し
く
反
映
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

開　催　日  会　　場 対 象 地 区

8月22日（水）  けやき台集会所 けやき台区

8月23日（木）  美浜北小学校 北  地  区

8月24日（金）  原子力安全システム研究所 東  地  区

8月28日（火）  美浜南小学校 南  地  区

8月29日（水）  中央公民館 耳  地  区

8月30日（木）  中央公民館 耳  地  区

9月 5 日（水）  菅浜農業構造改善センター 菅  浜  区

9月 6 日（木）  竹波公民館 竹  波  区

9月 7 日（金）  丹生公民館 丹  生  区

　今回は、多くの皆さんからご意
見･ご提案をいただくために「まち
づくり意見･提案書」を事前にお受
けします。
　用紙は、各区長さんにお配りす
るほか、町ホームページでもダウ
ンロードできます。8月17日(金)
までに、郵送、FAX、電子メール
等で町企画政策課までご提出くだ
さい。
　いただいたご意見･
ご提案については、
ハートフル対話の会場
で回答させていただき
ます。

皆さんの声をまちづくりに生かす

ハートフル対話2007にご参加くださいハートフル対話2007にご参加ください

※開始時間はすべて午後7時30分からです。
　台風や大雨等により予定を変更する場合があります。ご了承ください。

～まちづくり意見･提案書～
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7
月
8
日
に
、
エ
コ
ク
ル
美
方
ガ
ス

化
溶
融
施
設
の
ご
み
を
細
か
く
砕
く
機

器
の
中
か
ら
金
属
の
塊(

ボ
ル
ト)

が

発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ボ
ル
ト
は
、
機
器
に
投
入
さ
れ

た
可
燃
ご
み
の
中
に
混
入
し
て
い
た
も

の
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
混
入
で
は
、
早
期
に
発
見
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
機
器
の
故
障
は
発
生

し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
可
燃
ご
み
へ
の

金
属
等
の
不
燃
物
の
混
入
は
機
器
の
重

大
な
故
障
を
引
き
起
こ
す
原
因
と
な
り

ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
今
一
度
、
ご

み
分
別
の
ご
確
認
及
び
徹
底
を
お
願
い

し
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

エ
コ
ク
ル
美
方　

 

☎
45
‐
２
３
０
０

ご
み
分
別
の
徹
底
の
お
願
い混入していたボルト外観

〈サイズ〉長さ:約220㎜　直径:約40㎜

　

社
会
福
祉
法
人 

福
井
県
社
会
福
祉
協

議
会
で
は
、
笑
顔
が
広
が
る
「
ら
く
」

す
る
介
護
を
め
ざ
し
て
、
介
護
に
携
る

方
を
対
象
と
し
た
講
座
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

●
家
庭
介
護
講
座

　

実
際
に
介
護
さ
れ
て
い
る
方
や
介
護

に
興
味
が
あ
る
方
の
た
め
の
実
践
的
な

講
座
で
す
。

〈
認
知
症
高
齢
者
の
お
世
話
の
仕
方
〉

・
日
時　

8
月
30
日(

木)

午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

●
地
域
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座

　

民
生
委
員
な
ど
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
の

た
め
の
講
座
で
す
。

・
日
時　

8
月
21
日(

火)
午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

●
会
場　

　

嶺
南
地
域
福
祉
相
談･

介
護
実
習
普
及
セ
ン
タ
ー

(

小
浜
市
小
浜
白
鬚)

●
申
込
方
法

　

開
催
日
の
3
日
前
ま
で
に
電
話
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
の
他
に
も
介
護

に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
講
座
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
関
心
が
あ
る
方
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

嶺
南
地
域
福
祉
相
談･

介
護
実
習
普
及
セ
ン
タ
ー　

 

☎
０
７
７
０
‐
52
‐
７
８
３
２

楽･

ら
く　

介
護
講
座

「わかさ美浜町誌 記す･遺す」刊行記念講演会
●日 時　8月 4日（土）午後 1時～ 4時
●会 場　中央公民館 ホール
●講 師　外岡 慎一郎 氏（敦賀短期大学 教授）
　　　　 多仁 照廣 氏（敦賀短期大学 教授）　　　　
●演 題　文書の親しみ方
　　　　　～美浜町誌編纂室が収集した資料から～
●入場無料
※お問い合わせ先　町教育委員会 文化財保護・町誌編纂室
　　　　　　　　　（担当・佐々木）　☎ 32‐0027

夕涼みふれあい
　　　コンサート

　久々子区の皆さんをはじめとした多くの方の
絵画や陶芸などの作品が展示されます。
　心のこもった作品の数々をぜひ見に来てくだ
さい！

久々子ふるさと作品展久々子ふるさと作品展
日 時　  7月27日(金)～29日(日) 

会 場　 隆雲閣(久々子 久音寺境内)

午前9時～午後7時　
　※29日は午後4時まで

28日(土) 午後7時30分～9時30分　境内屋外ステージで開催！
地元の人たちによる和楽器や合唱のコンサートをご観賞ください。

※お問い合わせ先　久々子・久音寺　☎３２－０６７４

起こし立て絵図 松原付近
（久々子 加茂徳左衛門家所蔵）

主 催:「久々子ふるさと作品展」実行委員会
後 援:久々子区、美浜町教育委員会、美浜町文化協会

第2回第2回
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「保育士とあそぼう」
　お家の人のおひざで絵本を見るのは楽しいね！

「笹かざりを作ろう」
　シールを貼ったり、色を塗ったり、きれいな笹か
ざりができたね。笹に飾りを付けて、お家に持ち帰
りました。お星さま、お願い事きいてくれるかな…

「センターでの日常のあそび」
　センターでたくさんのお友だちができたよ！広い遊
戯室でミニカーに乗って遊ぶのは気持ちがいいね！

子育て支援
  センターだより
子育て支援
  センターだより

お問い合わせ先　
　子育て支援センター　☎３２‐０１９２

　子育て支援センターが開所してから約2か
月が過ぎ、毎日、多くの元気な子どもたちの
声でにぎわっています。
　今回は、センター内での様子やこれからの
催しの予定をお知らせします。これからも、
子育て中の皆さんの多くのご利用をお待ちし
ています！

　未就園児とその保護者を対象に保育園体験を行い
ます。(同伴される保護者はどなたでも結構です)
　センターまたは体験を希望する保育園にある申込
書でお申し込みください。

保育園体験①「水遊びを楽しみましょう！」
　日　時：8月8日(水) 午前9時30分～11時
　会　場：あおなみ保育園(佐田)
　内　容：水鉄砲や色水で遊びましょう。
　申込期間：7月27日(金)～8月3日(金)まで(先着20組)

保育園体験②「ふれあい遊びを
　　　　　　　　　　楽しみましょう！」
　日　時：8月28日(火) 午前9時30分～11時
　会　場：みずうみ保育園(久々子)
　内　容：親子で手遊びをしたり、わらべ歌遊びをし
　　　　　ましょう。
　申込期間：8月10日(金)～20日(月)まで

水遊びを楽しみましょう！
　日　時：8月2日(木)
　　　　　 午前10時～11時（雨天中止）
　会　場：子育て支援センター 園庭
　内　容：ビニールプールでジョウロやペット
　　　　　ボトルを使って、水遊びを楽しみま
　　　　　しょう！
　持ち物：水遊び用オムツ、体拭き用タオル、
　　　　　着替え、麦わら帽子、お茶

～8月の催しのお知らせ～

～保育園体験参加者募集～

　センターではこんなことを
してあそんでいるよ！

　8月から、毎月27日に機関紙「さくらんぼ」を発行し
ます。子育て支援センターをはじめ、町内各施設の子
育てに関する情報をお知らせしていきます。ぜひお手に
とってご覧ください。
（機関紙は子育て支援センターのほか、はあとぴあ、
　役場健康福祉課、各保育園、図書館、中央公民館、
　東部診療所、丹生診療所に設置する予定です）

毎月、子育て情報がいっぱいの
機関紙「さくらんぼ」を発行します！
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募　

集

募　

集

　

町
で
は
、
平
成
20
年
4
月
採
用
予
定

の
町
職
員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

●
採
用
予
定
数

　

・
事　

務　

2
人

　

・
保
育
士　

2
人

　

(

採
用
予
定
数
4
人
の
う
ち
、
身
体

　
  

障
が
い
者
対
象
1
人)

●
受
験
資
格

〔
事
務
〕

　

昭
和
53
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
2
年

4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

〔
保
育
士
〕

　

保
育
士
資
格
を
有
す
る
者(

平
成
20

年
3
月
末
ま
で
に
資
格
取
得
見
込
み
の

者
を
含
む)

で
、
昭
和
53
年
4
月
2
日

か
ら
昭
和
63
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
者

●
申
込
方
法

　

町
総
務
課
で
交
付
す
る
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
町
総
務
課
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
、
郵
便
で

申
込
用
紙
を
請
求
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。

　

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

て
申
込
書
の
取
得
や
受
験
申
込
が
で
き

ま
す
。
詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

町　

職　

員

●
受
付
期
間

　

7
月
27
日(

金)

〜
8
月
17
日(

金)

●
第
1
次
試
験

・
日
時　

9
月
16
日(

日)

午
前
9
時
〜

・
会
場　

県
立
若
狭
高
等
学
校

・
内
容　

適
性
検
査
・
教
養
試
験

・
1
次
試
験
合
格
発
表　

10
月
中
旬

●
2
次
試
験

　

1
次
試
験
合
格
者
に
対
し
、
作
文
試

験
、
口
述
試
験
等
を
行
い
ま
す
。

●
最
終
合
格
者
発
表　

11
月
中
旬

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
総
務
課
（
担
当
・
渡
辺
）

☎
32
‐
６
７
０
０

　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

h
ttp
://w
w
w
.to
w
n
.m
ih
am
a.
fu
ku
i.jp
/

レ
イ
ク
の
丘

レ
イ
ク
ヒ
ル
ズ
美
方
病
院
便
り

夜
間･
休
日
の
急
患
の
た
め
の

診
療
体
制
が
変
わ
り
ま
す

　

公
立
小
浜
病
院
救
命
救
急
セ
ン

タ
ー
の
開
設
に
あ
た
り
、
時
間
外
、

救
急
業
務
を
同
セ
ン
タ
ー
に
集
約
す

る
た
め
、
レ
イ
ク
ヒ
ル
ズ
美
方
病
院

で
は
、
9
月
1
日(

土)
か
ら
次
の

と
お
り
夜
間･

休
日
の
急
患
の
た
め
の

診
療
時
間
を
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

●
平
日(

祝
日
を
除
く
月
〜
金
曜
日)

　

午
後
5
時
15
分
〜
午
後
9
時

●
休
日(

土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日)

　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

※
病
状
に
よ
っ
て
診
察
で
き
な
い
場

　

合
も
あ
り
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

レ
イ
ク
ヒ
ル
ズ
美
方
病
院 

☎
45
‐ 

１
１
３
１

※

8
月
の
整
形
外
科
の
診
療
は
、

1
日(

水)

・
3
日(

金)

・
6
日(

月)

8
日(

水)

・
9
日(

木)

・
17
日(

金)

20
日(

月)

・
22
日(

水)

・
23
日(

木)

29
日(

水)

・
31
日(

金)

に
行
い
ま
す
。

※

8
月
か
ら
皮
膚
科
の
火
曜
日
の
診

　

療
時
間
が
、
午
前
か
ら
午
後
に
変

　

わ
り
ま
す
。

放
送
大
学
10
月
入
学
生

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
19
年
度
10
月

入
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
い

資
料
を
無
料
で
お
送
り
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で

授
業
を
行
う
文
部
科
学
省･

総
務
省
所
管

の
正
規
の
通
信
制
大
学
で
す
。
入
学
試

験
は
あ
り
ま
せ
ん
。
生
涯
学
習
や
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
、
資
格
取
得
に
最
適
で
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

放
送
大
学
福
井
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
７
６
‐
22
‐
６
３
６
１

「平成19年新潟県中越沖地震義援金」にご協力ください
　町では、平成19年7月16日に発生した、新潟県中越沖を震源とする地震により被災された
方々を支援、援助することを目的に、義援金の受付を行います。
　町民の皆さんの温かいご支援とご協力をお願いします。

●募金箱設置場所　　● 役場 1階 住民安全課窓口　　● 保健福祉センター「はあとぴあ」1階 事務室前
　　　　　　　　　　● 中央公民館 1階 事務室前　　● 総合体育館 1階 事務室前

※お問い合わせ先　町総務課(担当:西野) ☎３２‐６７００

●受付期間・時間　　7月23日(月)～8月31日(金)までの午前8時30分～午後5時30分(土･日･祝祭日を除く)

　また、町では、7月17日･18日に飲料水や非常食、毛布などの支援物資を現地の避難施設等に届けました。
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美
浜
町
花
の
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　
　
　

コ
ン
ク
ー
ル

　

町
で
は
、
住
民
に
よ
る
花
い
っ
ぱ
い

の
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
一
環
と
し
て

第
15
回
美
浜
町
花
の
ま
ち
づ
く
り
コ
ン

ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

●
部
門
・
対
象

　
【
地
域
花
づ
く
り
の
部
】

　

町
内
で
花
づ
く
り
を
し
て
い
る
個
人

ま
た
は
グ
ル
ー
プ
、
団
体
、
企
業
、
学

校
等
を
対
象
に
開
催
し
ま
す
。

●
審
査
方
法

　

書
類
審
査
と
現
地
審
査(

9
月
上
旬

に
予
定)

を
行
い
ま
す
。

●
審
査
の
ポ
イ
ン
ト

・
年
間
を
通
し
て
の
活
動
状
況

・
環
境
と
う
ま
く
調
和
し
て
い
る
か

・
維
持
管
理
が
う
ま
く
さ
れ
て
い
る
か

・
活
動
に
お
け
る
向
上
性
、
協
調
性
、　

　

波
及
効
果
、
独
創
性
の
有
無
等

●
賞

・
最
優
秀
賞　

1
点

　
　

賞
状
及
び
副
賞
（
3
万
円
）

・
優
秀
賞　
　

2
点

　
　

賞
状
及
び
副
賞
（
2
万
円
）

・
入
選　
　
　

3
点

　
　

賞
状
及
び
副
賞
（
１
万
円
）

・
特
別
賞　
　

１
点

　
　

賞
状
及
び
副
賞
（
5
千
円
）

●
応
募
方
法

　

町
商
工
観
光
課
及
び
町
観
光
協
会
に

備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
活
動
時
や
生
育
状
況
な
ど
の

写
真
、
参
考
資
料
を
添
付
し
て
、
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
応
募
締
切　

8
月
31
日
（
金
）
ま
で

※
お
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

　

町
商
工
観
光
課
（
担
当
・
山
下
）

☎
32
‐
６
７
０
５

美
浜
町
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

　

町
で
は
美
浜
の
新
し
い
魅
力
、
忘
れ

か
け
て
い
た
魅
力
を
再
発
見
し
、
町
内

外
へ
美
浜
の
魅
力
を
発
信
し
、
Ｐ
Ｒ
す

る
こ
と
を
目
的
に
美
浜
町
写
真
コ
ン
テ

ス
ト
２
０
０
７
を
開
催
し
ま
す
。

●
テ
ー
マ

　
「
風
景
写
真
」
と
「
人
物･

生
活
」
を

題
材
に
し
た
2
つ
の
テ
ー
マ
で
実
施
し

ま
す
。

・
テ
ー
マ
①　

　

美
浜
の
風
景 

〜
み
は
ま
の
四
季
〜

・
テ
ー
マ
②

　

美
浜
町
で
出
会
っ
た
笑
顔

〜
み
は
ま
の
暮
ら
し
〜

　
（
町
内
で
撮
影
し
た
テ
ー
マ
に
沿
っ
た

　

作
品
で
あ
れ
ば
ど
ん
な
も
の
で
も
可
）

●
応
募
資
格

　

ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

●
サ
イ
ズ
等

　

4
ツ
切
（
4
Ａ
）
以
上

　
（
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
に
限
る
）

●
審
査
方
法

　

町
が
委
嘱
し
た
審
査
員
に
よ
る
審
査

●
賞　

　

各
テ
ー
マ
に
つ
き
次
の
賞
を
設
け
ま
す
。

・
最
優
秀
賞　

1
点

　
　

賞
状
及
び
副
賞
（
3
万
円
）

・
優
秀
賞　
　

2
点

　
　

賞
状
及
び
副
賞
（
2
万
円
）

・
入
選　
　
　

3
点

　
　

賞
状
及
び
副
賞
（
1
万
円
）

・
特
別
賞　
　

数
点

・
参
加
賞　
　

美
浜
町
の
特
産
品

　
（
1
人
1
点
、
同
一
世
帯
内
1
人
に

　

 

限
り
ま
す
）

●
応
募
規
定

・
1
人
3
点
ま
で
応
募
で
き
ま
す
。

・
入
賞
は
、
原
則
と
し
て
1
人
1
賞
と

　

し
ま
す
。

・
作
品
は
未
発
表
の
も
の
で
、
締
切
日

　

よ
り
過
去
１
年
以
内
に
撮
影
し
た
も

　

の
に
限
り
ま
す
。

　
（
組
写
真
・
デ
ー
タ
加
工
不
可
）

・
作
品
の
裏
面
に
、
応
募
票
（
タ
イ
ト

　

ル
・
撮
影
日
・
撮
影
場
所
・
氏
名
・

　

年
齢
・
性
別
・
住
所
・
電
話
番
号
を

　

記
入
）
を
添
付
し
、
提
出
し
て
く
だ

　

さ
い
。

・
入
賞
作
品
の
使
用
権
は
、
町
に
帰
属

　

し
ま
す
。

・
入
賞
作
品
に
つ
い
て
は
、
ネ
ガ
・
ポ
ジ
・

　

デ
ー
タ(

５
０
０
万
画
素
以
上)

の

　

い
ず
れ
か
で
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
入
賞
作
品
お
よ
び
応
募
作
品
は
返
却

　

し
ま
せ
ん
。

●
応
募
締
切

　

平
成
20
年
１
月
31
日(

木)

必
着

※
お
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

　

町
商
工
観
光
課
（
担
当
・
山
下
）

☎
32
‐
６
７
０
５

消
防
職
員
（
消
防
官
）

　

敦
賀
美
方
消
防
組
合
で
は
、
平
成
20

年
4
月
採
用
予
定
の
消
防
職
員
（
消
防

官
）
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

●
採
用
予
定
数　
　
　

8
人
程
度

●
受
験
資
格

・
昭
和
55
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
2
年

　

4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

・
日
本
国
籍
を
有
す
る
者

・
高
等
学
校
卒
業
程
度
と
同
等
以
上 

　

の
学
力
を
有
す
る
者

●
受
付
期
間

　

8
月
1
日
（
水
）
〜
17
日
（
金
）

●
申
込
方
法

　

敦
賀
美
方
消
防
組
合
消
防
本
部
総
務

課
ま
た
は
美
浜
・
三
方
各
消
防
署
に
備

え
付
け
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
敦
賀
美
方
消
防
組
合
消
防
本
部
総

務
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
第
1
次
試
験

・
日
時　

9
月
16
日
（
日
）
午
前
9
時
〜

・
会
場　

敦
賀
美
方
消
防
組
合
消
防
本
部

・
内
容　

一
般
教
養
・
消
防
適
性
検
査
・

　
　
　
　

作
文
試
験

●
第
2
次
試
験

　

第
1
次
試
験
合
格
者
に
対
し
、
口
述

試
験
、
体
力
検
査
を
行
い
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

敦
賀
美
方
消
防
組
合 

消
防
本
部
総
務
課

☎
23
‐
４
５
１
１

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://fire1

1
9
.to
n
2
1
.n
e.jp
/
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公
立
小
浜
病
院
組
合
職
員

　

公
立
小
浜
病
院
組
合
で
は
、
平
成
20

年
4
月
採
用
予
定
の
職
員
を
次
の
と
お

り
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
職
種
・
人
数

〈
公
立
小
浜
病
院
〉

　

・
診
療
放
射
線
技
師　

1
人

　

・
作
業
療
法
士　
　
　

1
人

　

・
助
産
師　
　
　
　
　

3
人

　

・
看
護
師　
　
　
　
　

20
人

　

・
事
務
職
員　
　
　
　

3
人

※
事
務
職
員
の
就
業
場
所
は
、
公
立
小

　

浜
病
院
ま
た
は
レ
イ
ク
ヒ
ル
ズ
美
方

　

病
院
と
な
り
ま
す
。

〈
レ
イ
ク
ヒ
ル
ズ
美
方
病
院
〉

　

・
看
護
師　
　
　
　
　

5
人

●
受
付
期
間

　

7
月
23
日(

月)

〜
8
月
20
日
（
月
）

●
試
験

・
試
験
日　

9
月
上
旬

・
会
場　

公
立
小
浜
病
院
お
よ
び

レ
イ
ク
ヒ
ル
ズ
美
方
病
院

・
内
容　

作
文
試
験
・
面
接
試
験

●
合
格
発
表　

9
月
下
旬

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

公
立
小
浜
病
院

　

☎
０
７
７
０
‐
52
‐
０
９
９
０

　

レ
イ
ク
ヒ
ル
ズ
美
方
病
院

　

☎
45
‐
１
１
３
１

　

敦
賀
市
立
看
護
専
門
学
校
で
は
、
平

成
20
年
度
の
看
護
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

各
試
験
区
分
の
願
書
受
付
期
間
、
試
験

日
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
推
薦
入
学
試
験

・
受
付
期
間

　

10
月
15
日(

月)

〜
25
日(

木)

・
試
験
日

　

11
月
2
日(

金)

●
一
般
入
学
試
験

・
受
付
期
間

　

12
月
3
日(

月)

〜
21
日(

金)

・
試
験
日

　

平
成
20
年
1
月
9
日(

水)
●
社
会
人
入
学
試
験

・
受
付
期
間

　

10
月
15
日(

月)

〜
25
日(

木)

・
試
験
日

　

11
月
2
日(
金)

※
試
験
は
す
べ
て
敦
賀
市
立
看
護
専
門

　

学
校
で
行
い
ま
す
。

●
学
校
見
学
会

　

8
月
6
日(

月)

午
後
1
時
〜

※
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
8
月
1
日

　

(

水)

ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

敦
賀
市
立
看
護
専
門
学
校

（
敦
賀
市
木
崎
24
‐
7
‐
1
）

☎
22
‐
７
７
７
１

看
護
学
生

(

敦
賀
市
立
看
護
専
門
学
校)

　

公
立
若
狭
高
等
看
護
学
院
で
は
、
平

成
20
年
度
の
看
護
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

各
試
験
区
分
の
願
書
受
付
期
間
、
試
験

日
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
推
薦
入
学
試
験

・
受
付
期
間

　

9
月
19
日(

水)
〜
10
月
16
日(

火)

　

(

但
し
、
地
域
の
指
定
あ
り)

・
試
験
日

　

11
月
2
日(

金)

●
一
般
入
学
試
験(

前
期)

・
受
付
期
間

　

11
月
19
日(

月)

〜
12
月
14
日(

金)

・
試
験
日

　

平
成
20
年
1
月
17
日(

水)

・
18
日(

金)

●
一
般
入
学
試
験(

後
期)

・
受
付
期
間

　

平
成
20
年
2
月
4
日(

月)

〜
15
日(

金)

・
試
験
日

　

平
成
20
年
2
月
26
日(

火)

●
社
会
人
入
学
試
験

・
受
付
期
間

　

9
月
19
日(

水)

〜
10
月
16
日(

火)

・
試
験
日

　

11
月
2
日(

金)

※
試
験
は
す
べ
て
公
立
若
狭
高
等
看
護

　

学
院
で
行
い
ま
す
。

●
学
校
見
学
会

　

7
月
31
日(

火)

午
後
1
時
〜

（
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
事
前
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
）

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

公
立
若
狭
高
等
看
護
学
院

（
小
浜
市
大
手
町
12
‐
48
）

☎
０
７
７
０
‐
52
‐
０
１
６
２

看
護
学
生

(

公
立
若
狭
高
等
看
護
学
院)

第30回 美浜納涼花火大会第30回 美浜納涼花火大会

日　時　8月10日(金) 午後8時30分から午後9時20分まで

会　場　久々子・松原海岸

　大玉花火の迫力、レーザーと音楽と花火のコラボレーションなど、夏の夜空に打
ち上がる約1,000発の花火をお楽しみください。

　花火のほかにも、当日午後5時30分から商工会青年部によるイベン
ト、夜は出店、携帯メール早打ちコンテスト、よさこい、お楽しみ抽
選会、小倉こども太鼓、バンド演奏などがあります。　

※お問い合わせ先　
　美浜町観光協会　☎32－0222
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6
月
14
日
に
、
10
月
か
ら
ス

タ
ー
ト
す
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
連
続
テ

レ
ビ
小
説
「
ち
り
と
て
ち
ん
」
の

収
録
が
松
原
海
岸
で
行
わ
れ
、

ヒ
ロ
イ
ン
の
貫
地
谷
し
ほ
り
さ

ん
を
は
じ
め
、
特
別
ゲ
ス
ト
と

し
て
五
木
ひ
ろ
し
さ
ん
が
出
演

さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
収
録
は
、
ヒ
ロ
イ
ン

が
若
狭
地
方
出
身
と
い
う
設
定

西川知事から表彰を受ける田辺会長

が
縁
で
、
貫
地
谷
さ
ん
が
今
年
5
月
に

開
催
さ
れ
た
美
浜･

五
木
ひ
ろ
し
マ
ラ
ソ

ン
に
ゲ
ス
ト
出
演
さ
れ
た
際
に
、ス
テ
ー

ジ
上
で
五
木
さ
ん
に
直
接
依
頼
し
た
の

が
き
っ
か
け
で
共
演
が
実
現
し
ま
し
た
。

今
回
収
録
さ
れ
た
場
面
は
、
11
月
1

日
に
放
送
さ
れ
る
予
定
で
す
。

「
み
は
ま
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

(

田
辺
と
よ
子
会
長)

」
が
、
今
年
度
の

県
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
功
労

団
体
と
し
て
、
知
事
表
彰
を
受
け
ら

れ
ま
し
た
。

表
彰
式
は
、
6
月
の
男
女
共
同
参

画
月
間
に
ち
な
ん
で
福
井
市
で
開
催

さ
れ
た
「
ふ
く
い
き
ら
め
き
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
２
０
０
７
」
に
お
い
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

同
団
体
は
、平
成
11
年
に
発
足
し
、

男
女
共
同
参
画
社
会
の
構
築
を
は
じ

め
、
環
境
や
食
育
、
少
子
高
齢
化
問
題

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
研
修
や
広

報
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

(

現
在
は
10
団
体･

母
子
寡
婦
福
祉
連

合
会
、
地
域
活
動
連
絡
協
議
会
、
く
ら
し

の
研
究
サ
ー
ク
ル
、婦
人
福
祉
協
議
会
、

商
工
会
女
性
部
、
女
性
の
会
、
漁
協
女
性

部
連
絡
協
議
会
、
食
生
活
改
善
「
六
彩

会
」、
杉
の
子
会
、
J
A
み
は
ま
女
性
部)

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
田
辺
会
長
は
、

「
こ
れ
か
ら
も
幅
広
い
年
代
の
女
性
が

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
組
む
こ
と
に
よ
り
、

お
互
い
が
町･

県･

国
か
ら
情
報
を
得
て

交
換
、
理
解
し
合
い
、
新
し
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
出
し
合
っ
て
、『
自
然
か
が
や
き 

人
い
き
い
き 

ま
ち
が
に
ぎ
わ
う 

美う
ま

し

美
浜
』
を
め
ざ
し
て
い
き
た
い
」
と
話
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

町
全
体
で
男
女
共
同
参
画
を
推
進

み
は
ま
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
知
事
表
彰
受
賞

ＮＨＫ連続テレビ小説「ちりとてちん」美浜で収録

五木さんと貫
か ん じ や

地谷さんが松原海岸で共演五木さんと貫
か ん じ や

地谷さんが松原海岸で共演


